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重井小中学校の学校再編に係る重井中学校区地域説明会（第２回）議事録 

 

１ 日 時  令和６年１１月２１日（木） １９：００～２１：１０ 

２ 場 所  重井公民館 

３ 参集者  地域住民 ５６人 

４ 説明者  宮本教育長、中濵教育総務部長、小柳学校教育部長 

槙原因島瀬戸田地域教育課長、安保学校経営企画課長、金子教育指導課長

小田因島瀬戸田地域教育課地域教育係長、宮崎学校経営企画課企画振興係長（司会） 

５ 進 行 

担 当 内 容 

 

司会者 

 

 

 

 

 

 

宮本教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１９：００ 開会） 

本日はお集まりいただきましてありがとうございます。 

これから、第２回説明会を始めます。本日の会は、挨拶・説明に約３５

分、質疑に約１時間２５分いただき、おおむね２時間を考えております。

よろしくお願いいたします。 

はじめに、教育長よりご挨拶申し上げます。 

 

（教育長挨拶） 

皆様、こんばんは。教育長の宮本でございます。 

開会にあたり、一言ご挨拶を申し上げます。昼間のお仕事等でお疲れ

のところ、本説明会にお集まりいただきまして誠にありがとうございま

す。 

最近、重井小学校、重井中学校ともに大変うれしいことがございまし

たので、はじめに、そのことについてお話をさせていただきたいと思い

ます。 

まず、重井小学校でございますけれども、平成２１年度から総合的な

学習の時間を中心に、地域の方々のご指導の下、特産物であるワケギの

栽培活動や販売活動等に取り組み、この度、長年の活動が高く評価され

まして、広島県食育推進功労者表彰を受賞されました。誠におめでとう

ございます。 

次に重井中学校でございますけれども、先月開催をいたしました、尾

道市小中学校芸術祭中学校音楽コンクールにおきまして、審査員奨励賞

を受賞されました。私もコンクール当日、会場で重井中学校の合唱を聴

かせていただきました。生徒の伸びやかな、そして美しいハーモニーに

大変感動いたしました。 

この両校の受賞は、子どもたちの頑張りは勿論ですけれども、保護者

や地域の皆様の、学校へのご支援の賜物であると大変感謝しておりま

す。この度は誠におめでとうございます。 
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さて、本日の説明会の流れについてでございますが、もしかすると今

日初めて参加される方もおられるかもしれませんので、はじめに、第１

回説明会の提案内容のポイントを再度説明させていただきたいと思い

ます。 

次に、第 1回保護者説明会後に実施しました、保護者アンケートでい

ただいた質問に関わって、いくらか説明をさせていただく部分があろう

かと思います。 

また、前回重井地域の皆様方からいただきました校名変更の要望につ

いてでございますけれども、９月２７日の因北小中学校保護者説明会

で、皆様のご意見ご要望をお伝えさせていただきました。そして、その

上で因北小中学校の保護者を対象にした保護者アンケートで、校名につ

いての意見をいただいております。さらに、１０月９日の因北地域の説

明会におきまして、校名変更の要望についてお伝えをさせていただきま

した。そして、その説明の中の質疑応答の場で、因北地域の皆様方から

意見を直接いただいております。 

こうした取組を踏まえまして、校名について、教育委員会で検討して

まいりました結果を本日改めてご説明させていただきます。教育委員会

からの説明の後、皆様からのご意見ご質問にお答えしてまいりたいと思

います。それではどうぞよろしくお願いいたします。 

 

はじめに資料の確認をさせていただきます。１点目は、本日のレジメ

です。２点目はスライドを印刷した冊子になります。３点目は、資料１、

資料２で保護者アンケートを集計したものとアンケートへの回答とな

っております。それでは、説明を始めさせていただきます。 

 

（事務局からの説明） 

１ 第１回説明会の提案内容について 

 〇重井小中学校の学校再編について 

本日は、第２回地域説明会にお越しいただきありがとうございます。

これから、子どもたちの未来を拓く、小中一貫教育校による新たな学び

の創造と題して、重井小中学校の学校再編について説明をさせていただ

きます。 

教育委員会では、再編後の学校の姿として、「子どもたちが元気に明

るく学校に通い、切磋琢磨しながら生き生きと学ぶことができる学校」、

「保護者・地域から愛され、誇りに思える学校」を目指していきたいと

考えています。本日の説明は、スライドにあるように、大きく４点。 

１ 第１回説明会の提案内容について 
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〇重井小中学校の学校再編について 

〇小中一貫教育校について 

２ 重井小中学校保護者アンケートへの回答について 

３ 重井小中学校の学校再編・校名の方向性について 

４ 今後のスケジュール（案）について の順で説明をいたします。 

 

それでははじめに、１ 第１回説明会の提案内容について、改めて確

認しておきます。 

重井小中学校の学校再編について、令和９年度、重井小学校と因北小

学校は因北小学校に、同じく令和９年度、重井中学校と因北中学校は因

北中学校に学校再編します。学校施設は、因北小学校、因北中学校とし

ます。令和９年度の学校再編と同時に、小中一貫教育校へ移行すること

を目指します。 

 

〇小中一貫教育校について 

小中一貫教育校は、市内小中学校の教育環境や教育内容の充実を図っ

ていく上でのモデルとなり、他の中学校区と切磋琢磨しながら尾道全体

の教育の質の向上を目指す学校です。 

尾道市内２番目となる小中一貫教育校で新たな学びを創造し、尾道ス

タンダードとして市内へ発信していきます。 

提案している小中一貫教育校は、因北小学校、因北中学校の２つの学

校からなり、それぞれの学校に校長が配置され、教職員組織があります。

小中一貫教育校は、小学校と中学校が共通の学校教育目標や目指す子ど

も像の下、義務教育９年間を通した系統的な教育課程を編成します。こ

のことにより、これまで以上に魅力的で子どもたちに力を付けることの

できる教育が可能になると考えています。 

また、教育研究の研究主題や生徒指導規程等、学校運営上必要な事項

の多くが小学校と中学校で共通となるため、授業や生徒指導において、

教職員が共通の指導方法で９年間児童生徒に対応することが可能とな

り、子どもたちにとっても、小学校から中学校へスムーズに接続するこ

とができると考えています。 

小中一貫教育校では、コミュニティ・スクール化、小学校に専科教員

の配置、中学校に不登校支援のためのＳＳＲというスペシャルサポート

ルームの設置、小学校に通級指導教室という通常学級に在籍する学習障

害や注意欠陥多動性障害等の児童に対して、児童一人一人の障害の特性

に応じた特別の指導を週に２時間程度行う通級指導教室の設置、ＡＬＴ

の常駐化、学校司書の配置、スクールソーシャルワーカーの常駐化等を



4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

槙原課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行い、教育環境の充実に力を注いでいきます。 

 

教育内容については、目指す子ども像や育てたい資質・能力を小中９

年間の一体的な学びで実現させていくためには、これまで各学校が培っ

てきた学びを大切にしながら、新しい学校の特色を出していくことので

きる教育内容を創っていくことが大切であると考えています。 

尾道市では今年度から「グローバル」「ローカル」「尾道らしさ」を推

進する事業を進めています。小中一貫教育校では、尾道「因島」らしさ

を土台として、「グローバルな学び（世界を意識した学び）」と、「ロー

カルな学び（尾道「因島」）という地域を活かした学び）」を組み合わせ

て、尾道「因島」らしさのある９年間の教育内容を創造し、子どもたち

に知・徳・体のバランスのとれた「生きる力」の育成を図っていきます。 

 

これは児童生徒が成長した姿を発表するイメージ例です。 

左側は、小学校での学びの集大成として、総合的な学習の時間等で学

んだ「ふるさと学習」の学びを発表する場のイメージです。保護者や地

域の方と、子どもたちの成長を喜び合いたいと考えています。 

右側は、中学校で、小中９年間の学びの集大成としての「因島からの

政策提言発表会」のイメージです。夢の実現や社会的自立に向け、地域

に貢献することのできる生徒の姿を、保護者や地域の方に見ていただき

たいと考えています。 

このような因北中学校区小中一貫教育校の学びを、市内全体に発信、

普及していきます。 

ここまでが前回説明会の振り返りとなります。 

 

２ 重井小中学校保護者アンケートについて 

ここからは、第１回保護者説明会アンケートの回答状況を紹介しま

す。資料１をご覧ください。 

アンケート回答期間は８月２３日（金）から９月６日（金）まででし

た。重井小中学校の児童生徒数は７６人、家庭数は小学校４０、中学校

２１、計６１家庭です。ただし、小中学校の重複は考慮しておりません。 

回答数は小学校２５人、中学校１３人で、計３８人、回答率は６２．３％

でした。 

まず、保護者アンケートでいただいた意見等を紹介します。配布資料

１をご覧ください。 

質問１ 重井小中学校の学校再編案（説明内容）についてのお考えを

お聞かせください。回答件数は１３件でした。 
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回答内容として、「小中一貫教育校にする目的と現在の教育方法との

違いを教えてほしい。」「資料について理解できた。」「中学校の通学対策

について、学校までバスがあればよい。」「書面では分かりにくいので次

回は説明会に参加したい。」「少人数ならではの教育ができている重井小

学校は残してほしい。」「重井小中を残してほしい。」「保護者の想いがあ

まり反映されていない印象。」「因北小になれば不登校になるでしょう。

教育委員会は子どものことを考えていない。」「もっと早く尾道本土の学

校のように対応してほしかった。」「重井小中の良さを因北小中でも生か

してもらいたい。」でした。 

次に、質問２、回答件数は１０件でした。１件の中に複数の意見があ

りました。 

「学校行事開催の時には、駐車スペースについて配慮してほしい。」

「中学校の部活動施設（テニスコート、小学校の活用）について充実さ

せてほしい。」「スクールバスの時間、便数について具体的にどうなるの

か。」「地域の意見も大事だと思うが、一番大事なのは学校に通う生徒だ

と思う。」「可能であれば、今入学している児童が卒業するまで存続して

ほしい。」「重井や中庄、大浜、鏡浦、外浦、西浦を大事に思える教育を

推進してほしい。」「中学生の自転車通学に備えて通学路の安全対策をし

てほしい。」「金銭面で負担のかかるものは、全額教育委員会が負担して

ほしい。」「制服や体操服の支給についてはどうなるのか。」「閉校後の跡

地利用はどうなるのか。」でした。 

 

配付資料２は保護者アンケートへの回答一覧です。この配付資料は、

１０月１５日付で保護者の皆様へ配付し、昨日の説明会でも配付してい

る資料となります。学校再編や小中教育一貫校等の質問をいただいてお

ります。回答は後ほどご一読ください。 

次は、スライド１７からの説明になります。 

 

３ 重井小中学校の学校再編・校名の方向性について 

重井中学校区地域説明会において、スライド画面にありますように

「学校名、校歌、校章を新しくし、新設校にしてほしい。」という意見

や要望をいただきました。その中で、「因北小中学校の保護者、地域説

明会で伝えてほしい。」と要望がありましたので、因北での説明会にお

いて、重井地域の皆様の意見や要望を紹介しました。画面に表示してい

るのは紹介した意見の一部です。 

 

因北中学校区地域説明会での意見を紹介します。 
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「統合時期や今後のスケジュールについては良い。このまま進めてほ

しい。校名を変えることにはいろんな問題がある。このスケジュールの

中で、その問題を解決できるのか。また、学校名、制服、体操服等、保

護者の負担になるのではないか。これらの事を考えると、校名を変える

ことには賛成できない。校名については合意形成を図って決定してもら

いたい。」 

因北小中学校保護者説明会では、校名に関する直接的な意見はありま

せんでした。 

 

次に、因北小中学校保護者アンケートですが、アンケートの回答数は、

１６８人、回答率は４５.４％、記述をされていたのは４１人です。 

その中から、「学校名を変更する必要はないのではないか。」という意

見は１９件ありました。 

その意見をまとめたものがスライド画面になります。 

 

 少し長くなりますが、出された意見を紹介させていただきます。 

 「因北小中学校の名称の変更をしたいと言う話しが出ていると聞きま

した。重井の方のお気持ちは分からなくはないが、変更に伴う費用など

を使用するのであればもっと子どもたちの為に当てて欲しい。因南の合

併の時とは違い、因北が母体となり、そこに重井小中の子どもたちが入

り新たな因北小中学校を再編を進める事が良いと思います。」 

「説明会の中で、重井の方からの質問や要望を紹介された際に思わぬ

意見があり、驚きました。因北も廃校にし、新しく学校を作るという意

見がありました。想定していなかったので、その意見には反対させてい

ただきます。生徒数や、クラス構成、教室の確保、耐震や、冷暖房設備

についても、支障なく現状を維持できるという説明でしたので、学校は

存続できると思っておりました。新しくするのであれば、学校名だけで

なく、制服、校歌など、費用もかかります。可能な限り、今の因北を残

していただきたいです。」 

「再編にあたり、統合ではなく新設校にという意見がありました。確

かに、新たな気持ちになれて良い面もあるとおもいますが、今までは変

わることがなかったものを、この度は変えるというのはどうなのかな。

と思いました。」 

「学校名称について変更を求める声があがっているとニュース記事

で拝見しましたが、全ての負担を考えると学校名称変更にこだわる事に

共感出来ません。名称変更をするのであれば、それこそ相応の理由が必

要と思われます。学校へ通うのは児童や生徒達であって、そんな事に経
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田地域教育課

地域教育係長 

 

 

 

費を使うのであれば、子どもたちのために学校設備に投資して欲しいと

保護者として強く思います。」 

「因北中か因島北中か検討とメディアに載っていましたが、変更な

し、因北中でいいと思います。名称変更により、校歌、色々な登録、学

校名が入っている名札、体操服など多くの変更が必要になり、学校及び

個人の負担が考えられます。その分、通学する生徒たちに還元して欲し

いです。」 

「新設校にして欲しいとのご意見を聞きました。新設にすれば費用が

かなりかかるのではないでしょうか。今後、子どもの数は減っていき、

因島に小中が 1校ずつになるかもしれません。近い将来のような気がし

ます。わざわざ今、学校名を変える必要があるのでしょうか。」 

「学校名や校歌を新しくしたいという地域や保護者の意見も分かり

ますが、一番は児童生徒が楽しく安全快適に過ごせる環境を整える事だ

と思うので、そちらに時間やお金をかけてほしいと思います。子どもた

ちの意見も聞いて反映して欲しいです。」 

「学校名、校歌変更のご意見もあるようですが、すでに合併した学校

名が因北なので、変える必要は無いと思います。変える場合にかかる労

力や費用も大きいのでは。それならば、合併時に負担となる家庭への補

助金などにあててもらいたい。」 

「統合する場合には新設校にして欲しい。とあるが、必要はない。新

しい校歌、校章を作らなくても尾道市立因北小中学校のままでいいので

は。大浜小学校と統合した時も校歌、校章は変わっていないと聞きまし

た。なぜ重井小学校と統合する時は変えるのか。学校名、校歌、校章を

変えるなら校舎も建て替えて欲しい。」 

「制服、体操服などを新しくされるのは嫌です。今でも制服の金額は

高く兄弟で回しながら着せたいのに合併するから学校の名前も変わる

からといって制服、体操服などを新しくするなら合併しても名前は今の

まま因北中の名前で制服、体操服をそのまま使うようにしてほしい。」 

 

 学校再編についての意見は２３件ありました。 

その意見をまとめたものがスライド画面になります。 

 

出された意見を紹介させていただきます。 

「どんどん子どもの数が減少していく中で、学校の再編はしかたない

と思います。」 

「令和９年度に再編になるようですが、もっと早くしていただきたい

と思いました。」 
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「生徒数等を考えると、学校再編は仕方ないと思いました。生徒が困

る事の無い様によろしくお願いします。」 

「実際に通う事になる子どもたちにとって最善でより良い環境にな

る事を願っています。」 

「就学前から一緒の子もいるので、統合しても問題なく小学校に入学

できると思います。」 

「地域の声も大切ですが、これから通う実際の保護者や子どもたちの

意見を大切にしていただきたいです。」 

「色々大変なことがあるかと思いますが、子どもたちが誇りを持ち、

元気に通えればと思います。」 

「直ぐにでも再編した方が子どもたちの為だと思います。」 

「因北、重井の子ども同士、少しでも弊害が無いよう、合併するまで

に交流する機会を多く作っていただきたいと思います。」 

「今現在の子育て世代の意見や要望を大きく取り入れてもらいたい。

何よりも第一に、これからの子どもたちのことを考えて進めていただき

たい。」 

「通う子どもたちが、元気に楽しく過ごせる学校づくりをしていただ

きたいです。」 

「重井小中も、因北小中もそれぞれ引き継ぎたい歴史や伝統があると

は思いますが、新しい学校の伝統を創って行くのはこれからの子どもた

ちだと思います。ＯＢの思いを押し付けない学校作りをしていただきた

いと思います。」 

 

因北中学校区地域からの意見としては、 

「保護者説明会、地域説明会後に校名変更について話題になることは

ない。関心が低いのではないか。」 

「校名や制服等を変えることに予算をかけることには賛成できない。 

公費と言えども税金である。」 

「校名変更して表われる効果より、多額の予算をかけて負担が増える

ことが心配である。」 

「大浜の統合では学校名を変えなかった。大浜住民の心情にも配慮し

てほしい。」 

「今後も、学校再編に向けては協力する。」 

 というような意見を聞いております。 

 

ここで、前回提示させていただいた、尾道市教育委員会の学校再編の

考え方を再度確認させていただきます。 
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本市では、子どもたちの安全・安心の確保はもとより、教育環境の充

実を目指し、適正な学校規模の確保を基本として、小中学校の学校再編

を進めてまいりました。 

今回の重井小中学校の学校再編は、（１）適正な学校規模の確保 複

式学級の早期解消という基準に該当するため提案しているということ

になります。 

 

校名の方向性について、教育委員会の考え方です。 

方針は、令和９年度重井小中学校を因北小中学校に学校再編する。 

 校名及び場所は、因北小学校、因北中学校とする。 

 令和９年度に因北小中学校小中一貫教育校に移行する。 

 

理由として、１つ目は子どもたちの教育環境を充実させるということ

です。今回の学校再編は、学校再編計画の再編基準に基づいた提案です。

重井小学校では、毎年複式学級が生じる。重井中学校では、全校生徒数

の減少により小規模化するという状況が見込まれるため、できるだけ早

期に、児童生徒が切磋琢磨できる適正規模の教育環境を充実していきた

いと考えています。また、重井小中学校の子どもたちの教育環境を充実

させていくと共に、因北小中学校の子どもたちの学びを充実させていく

ため、小中一貫教育校へ移行し、尾道（因島）らしさのある９年間の教

育内容を創造していきたいと考えています。 

 理由の２つ目は、校名変更について、賛同する考えや雰囲気が醸成さ

れていないということです。 

 現在のところ、重井中学校区地域説明会の後、新聞報道もなされ、約

２か月が経過しました。また、因北小中学校保護者や因北中学校区地域

を対象とした説明会において、重井中学校区地域説明会で出された意見

や要望を紹介しました。 

これまでに、因北小中学校保護者や因北中学校区地域から、校名変更

に対し賛同する意見や要望は出ていません。財政負担への影響、保護者

負担の増加、大浜地域への配慮が必要等、校名変更の必要性を疑問視す

る意見や反対する意見が出ています。 

 因北小中学校の保護者、重井小中学校の保護者、両者ともに、教育環

境の充実や通学路の安全対策、通学支援の充実を望む意見や要望が多か

ったと認識しています。 

これらの状況から教育委員会として、校名変更はせず、提案通りの方

向で進めていきたいと考えています。 

 なお、学校の廃止や校名について、教育委員会としての意思決定は、
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教育委員会会議ですることとなります。また、その後、尾道市議会に議

案として提出し承認されれば最終決定となります。 

 

４ 今後のスケジュール（案）について 

ここに提示していますのは、大まかな今後のスケジュールになりま

す。 

令和７年度からは学校再編が決定したと仮定してのスケジュールと

なります。令和６年１１月に、重井中学校区保護者説明会・地域説明会、

１２月に因北中学校区保護者説明会・地域説明会を実施していきます。 

令和７年度は、因北中学校区小中一貫教育校準備委員会（仮称）を立

ち上げ、教育内容、通学対策等を協議していくとともに、児童生徒間交

流を実施していきたいと考えています。 

また、重井小中学校閉校記念事業実行委員会の立ち上げについても検

討していき、令和８年度末には、重井小中学校閉校式、閉校記念事業を

実施できればと考えています。 

そして、令和９年度から因北中学校区小中一貫教育校をスタートした

いと考えています。 

 

「子どもたちの未来を拓く」ために、重井小中学校・因北小中学校保

護者、重井中学校区・因北中学校区地域、学校、教育委員会で力を合わ

せ、因北中学校区小中一貫教育校による新たな学びを創造してまいりま

しょう。 

以上で説明を終わります。 

 

（質疑応答） 

続いて質疑応答を行います。ご質問のある方は挙手をお願いします。 

 

 統合問題懇談会の事務局をしております〇〇と申します。 

 新しい学校名を反対する意見をたくさん紹介をしていただきました。

我々は地域住民は、因北小学校がある限り説明を求められます。「なぜ

因北小学校なんですか。」「なぜ因島北小学校にならなかったんですか。」

と、ある限りずっと説明を求められます、我々が。説明する責任がある

と思います。その時に、先ほど紹介してもらったように、「余所の地域

から反対意見がたくさんあったから。」これは理由には我々はしたくあ

りません。周りの住民を悪者にする気は全くありません。因島北部地域

が一つになってこれからの学校を創っていく。だから「周りから反対さ

れたからこうなったんですよ。」という説明は我々はしたくないし、子
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どもも保護者もされたくないと思うんですね。そこで改めてちょっと確

認をさせてください。 

 ８月２１日に市議会の全員協議会で、学校再編について市教委が初め

て公にしました。今の説明のとおりでいけば、重井の子どもたちは因北

小学校の正門をくぐって、因北小学校の校歌を歌って、因北小学校の卒

業生の写真がずらっと並んでいるような、そういう学習環境で毎日勉強

をしていくという、そういうことになるわけですね。あそこの表に書い

てあるように、令和９年度以降は１対２から、１対３、４分の１から３

分の１は重井の子どもたちということが続く中で、そういう状況にな

る。前回、我々が説明しましたけれども、こういう地域間の関係の中で、

いわゆる今回は編入ですね、吸収統合だと我々は受け止めております。

で、そういうふうな例は、尾道市以外での県内の例は一例もない。一例

もないんですね、この広島県内で。これもし、異論があったらまた説明

してください。そういう中にあって、８月２１日に今回のように重井小

学校、重井中学校は因北小中学校へ編入という案を提案したこの根拠

を、教育委員会の考え方をまず明らかにしてほしいなと思います。なぜ

こういうふうなこだわりが必要なのか、因島、どんどんどんどん因北と

いう名前が消えていっておりますけれども、学校については南に因島南

があっても因北なんだという、この根拠を明確に、教育委員会としてま

ず説明をしていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

 

 このたびの重井小中学校の学校再編につきましては、学校再編計画の

再編基準に基づいた提案ということでございます。 

 重井小学校では、毎年複式学級が生じる状況、それから重井中学校で

は全校生徒数の減少により小規模化するという状況が見込まれるため、

できるだけ早期に児童生徒が切磋琢磨できる適正規模の教育環境を充

実していきたいと考えているからでございます。 

 重井小学校については、複式学級があるということで再編基準に該当

しますが、因北小学校は再編基準に該当していないということが、校名

変更を提案していない１番の理由になります。例えば、平成２７年度に

学校再編しました因島南小学校でありますと、土生小学校、三庄小学校、

田熊小学校、これは再編基準の耐震化がされていなかったということ

で、３校とも再編基準を満たしているということで新設になっておりま

す。その前の平成２５年とかでいきますと、瀬戸田小学校に南小学校、 

東生口小学校が、これは瀬戸田小学校に再編になっておりますけれど

も、南小学校と東生口小学校は複式学級があって、再編基準を満たして

おりましたが、瀬戸田小学校は再編基準を満たしていないということ
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で、瀬戸田小学校となっております。瀬戸田中学校や美木中学校でいい

ますと、生口中学校や原田中学校の小規模化ということで、瀬戸田中、

美木中にそれぞれ再編しているというふうに、基本的には再編基準を満

たしているか、満たしていないかというところで、私たち尾道市教育委

員会とすれば、再編のやり方というのをやっております。 

 他の自治体のことも申されましたが、この再編基準というのは自治体

ごとに決められているものですから、尾道市と例えば福山市とか三原市

とか、単純にそういうところは比較することはできないものと考えてお

ります。 

  

 もういっぺん、先ほどの再編基準というところを詳しく説明してもら

えませんか。申し訳ない、ちょっと理解できませんでした。 

 

 スライド２２、平成２３年１２月に再編計画を作っておりまして、こ

れ以降の尾道市内で学校再編をしている学校というのは、この基準に基

づいてさせていただいております。（１）の方は、適正な学校規模の確

保ということで、切磋琢磨できる教育環境を充実させるということで、

複式学級の早期解消ということで、複式学級のある学校については再編

対象となっているということになります。それによって、１学年複数学

級化も推進を図っております。 

 また、先ほど例でも申しましたが、田熊小や土生小、それから三庄小

については（２）が該当するということで、学校施設の耐震化がされて

いないということで、再編をさせていただいた。また、来年度開校予定

の尾道みなと小学校ですけれども、久保小、長江小、土堂小、それぞれ

耐震化がされていない、耐震化できないということで、今、仮設の校舎

に移転して４年目になりますけれども、（２）に該当しているというこ

とで学校再編をさせていただいているということでございます。 

  

 私も分からないので、もう１度平たく説明していただきたいんですけ

れども、前回の説明会の時に、重井地域の皆さんは学校再編に対する反

対の意見は私はなかったと思っております。 

 皆さんの意見は、学校名についてとか通学路の問題、そして服装の問

題が多かったと思っておりまして、再編に対する反対という意見はなか

ったというふうに理解をしております。 

 それで、今日は多くのスライドの中身は、因北地区での話を時間を割

いていただいたわけですけれども、重井で出された校名に対する意見の

中で、「教育委員会のリード、考え方でそれは決まるんではないでしょ
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うか。」という意見もあったやに思うんですけれども。私には聞いてい

ると学校再編の中身について因北が再編の対象ではない。重井は対象だ

と。だから、因北小学校、因北中学校でしたとこういうふうに言われた

と思うんですけれども、これだけなんでしょうか。 

 私は新聞で見ておりますと、コラムに記者さんが、校長先生に「なぜ

因北小学校なんですか。」という質問に対して答えられなかったと。地

域に学校があって、その名前を一切知らない、そんな校長先生がいてい

いんでしょうか。私は今回の問題、因北での意見が多く費やされたとい

うのは、「因北地区の皆さんが、そのようにおっしゃられておるから難

しいんです。だから、因北小学校に、因北中学校にするんです。」と、

こういうストーリーしか思いが抜けないんですけども。もう少し、なぜ、

因北中学校、因北小学校というのを選択されたのか、こういうことを教

育委員会としての立場でご説明をいただきたいと思います。多分、今の

ままだと、因北の地区の方が反対をしたから因北中学校になったよと。

生徒数が再編の対象と対象外ということから、対象でない因北になっ

た。これだけなんでしょうか。もう少し分かりやすく説明していただき

たいんですけど。よろしくお願いします。 

 

 先ほど申し上げましたこの学校再編の考え方というのが、やはり私た

ちとすれば市内統一の基準ということですから、この考えに基づいて、

「やらないという理由はない。」ということになります。ですから、大

原則この考え方に基づいて、私たちは、ぶれずに地域や保護者の方にご

理解をいただきながら、説明を繰り返してきているということになりま

すし、そういった考え方について、市民、保護者の方に理解いただいた

後に議会にもお諮りをして、議員の皆様にもご理解を求めてきて、現在

の市内の小中学校があるということであります。 

 前回もこの地域の皆様からたくさんの熱い思いをいただきました。私

はその場で申し上げましたのは、重井地域の思いだけではなくて、中庄

の各地域の方の思いをお聞きしながら、雰囲気といいますか、校名変更

をしようじゃないかというのが醸成されれば、教育委員会としても考え

ていきますよということを申し上げたというふうに思います。 

 因北地域、それから保護者説明会におきまして、皆さんからいただい

た熱い思いを伝えさせていただきました。今日、因北の方の意見をお伝

えさせていただきましたが、それとほぼ同じぐらいの時間をかけてお伝

えをさせていただきました。そういったお伝えをさせていただいて、今、

因北の保護者の方のアンケートをいただいたり、因北地域の方からのお

声をいただく中で、私たちももう一度、どういうことが１番いいのかと
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考えさせていただきましたが、今の中では雰囲気や校名変更に関する賛

同する意見というのがあまり得られなかったということで、こういう判

断をさせていただいております。 

 また、昨日、重井の保護者の方、就学前の方ともお話をさせていただ

きましたけれども、校名変更に関する意見というのはありませんでした

し、できるだけ早期に再編年度等も確定していただいて、準備をしてい

きたいということもいただいております。 

 

 ちょっと今のね、もう一度ちょっとお伺いするんですけれども、重井

は再編の対象であると、因北は再編の対象ではないということでよろし

いですかね。今の説明によると、重井は再編の、複式学級の早期解消が

必要だから再編の対象であって、因北小については再編の、現段階では、

因北小自体は再編する必要はないと捉えていいんですかね。ちょっと自

分勉強不足なんですけれども、そこに１学年複数学級化の推進というの

は、これは再編の対象にはなるんですか。重井は複式という課題がある

から再編の対象になりますよ。その下の１学年複数学級化の推進は、再

編のやっぱり理由になるわけですか。だったらですよ、だったら、あそ

この数字を見てください、あれ。令和９年以降、因北だけじゃったら複

数学級化にならんですよ、重井が入らんと。でしょう？重井の課題を解

消する、言うたら向こうは課題がないから、重井の人は入れて大人しく

入りなさいという。向こうは課題がないんだから入れてあげましょうみ

たいな。でも、１学年複数学級化の推進というのも、再編の対象となる

のであるならば、あの数字からして、重井が入らないと１クラスになっ

ちゃうんですよ。そういうことも考慮すべきなんじゃないんですか。今

のを理由にするんならば。今のを全面的な理由にしとるわけでしょう、

結局は。因北だけじゃったら２クラスにならんですよ。もうすぐ、来年、

再来年。だから重井のためでもあるし、因北のためでもあるじゃないん

ですか、これは。ちょっと今のところ確認しましょう。なぜ因北小を提

案するかっていうのを、やっぱり明確にしてくれんと前に進まんのんで

すよ、これ。 

 

 繰り返しになりますけれども、現在の子どもたちの状況から勘案しま

して、複式学級を早期解消していくということです。１学年複数学級化

というのはありますけれども、これは統合によって複数学級化を目指し

ていくということが、こういった１学年複数学級化が適正な学校規模と

いうことで、私たちは打ち出しておりますから、再編をするにあたりま

して、できる限り複数学級化をしていきたいということで取組をさせて
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質問者Ａ 

 

 

 

 

 

いただいております。 

 

 ということは、重井小も再編の対象であるし、因北小も再編の対象に

なるということでしょう。これを目指すわけだから、これを目指して再

編するんだから。ちょっとそこら辺のところはっきりしてほしいんです

よね。重井は今回一緒になってから複式学級の解消をできますよ。１学

年の複数学級化というのも一緒になったら、因北小も解消できますよ。

両方の課題が解消できますよ。だから両方とも再編の対象というふうに

我々は捉えているんですけれども、そこどうなんでしょうか。 

 

 私たちとすれば、現段階でこれまでの経過を勘案しながらやっており

ますから、現段階で再編基準に該当するかしないかということで判断を

させていただいております。 

 

 いや、だから、現段階言うても、令和９年スタート時点からもう、あ

あなんですよ。スタート時点から１年生は重井が行かんかったら１クラ

スになる。それがもう２年後には分かっとるんですよ。理由にならんで

しょ、今の。全く理由にならない。これずっとですよ。重井が行かんか

ったらずっと１クラスになりますよ。重井が来てくれたおかげで２クラ

スになるわけですから。今の現状がこうだからというのは、ちょっと理

解できない。もう少しその辺をきっちり説明してください。 

 

 説明といっても繰り返しでしかないんですけれども、私たちとしまし

ては、重井小学校の複式学級の状況と中学校の今１年生が３人という状

況がありますから、こういった状況を少しでも早く解消させていただい

て、子どもたちの教育環境を整えて、こういう基準があって、当然いろ

んなところで説明をさせていただいておりますけれども、私たちは、や

はり子どもたちの教育環境を充実させるというところが１番と思って

おりますので、そういった観点から今回提案をさせていただいておりま

す。 

 

 ありがとうございます。ちょっと中学校は置いておきましょう。ごっ

ちゃになったら、訳分からんようになるんで。 

 小学校の再編対象として目指すものは、複式学級の早期解消。これは

理解できます。その下にちゃんと棒線を引っ張ってはくれてはないけれ

ども、１学年の複数学級化の推進とそのために再編を進めていくんだっ

て、あっこに文章に書きながら、現状はそうじゃないんだという、これ
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誰も理解できんと思いますよ、これ。すぐそこにあんな数字がありなが

ら。そういうことじゃいけませんよ。適正な学校規模の確保のためにす

るんでしょ、今回。 

 

 １学年の複数学級化の推進ということで私たちは進めております。

が、現実的には、例えば美木原小学校も４つの小学校が１つになってい

るんですけれども、開校当時から１学級です。ですから、近隣の学校を

再編したとしても複数学級化ができなかった事例もあります。尾道みな

と小学校も、開校年度は複数学級化ができるんですけれども、何年かす

ると１学級規模になってまいります。ですから、そういった状況もあり

ます。実際にこういう状況ですから、合わせても１学級ということには

なっていくんですけれども、平成２３年１２月の時に立てたこの再編計

画からすると、下の２つ目の１学年複数学級化の推進というのは、なか

なか今厳しくはなってきている。市内全体で１学級しかない小学校の方

が半分ぐらいになってきますので、そういった状況はあるんですけれど

も、私たちとしましては、（１）の１番上の複式学級の早期解消という

ことで、重井小学校の子どもたちの教育環境をなんとしても、早期に設

置していきたい、充実させていきたいということで、こういう提案をさ

せていただているところであります。 

 

 あの、しつこいようですけれども、あっこに明文化されとるわけです

よ、ああやって、尾道市がね。こういう課題を解消する、複数化を推進

するために、再編が必要なんだという。そういうのをああやって文章化

しながら、いや今回のケースは当てはまりませんとするわけでしょ。こ

れ理解できませんよ、これ。初めて先ほどのようなあの回答を示された

わけですけどもね。我々は再編に対して反対はしておりません。早くす

べきだと思ってます。向こうも再編には反対しておりません。 

ところが、前回ここで８８名が集まって意見を述べました。あの意見

が今日の説明の中に全く反映されてない。非常に厳しい言い方ですけど

も、あの意見が握り潰されたような、すごくね、怒りを覚えます。何の

ための説明会じゃったんか。前回、あんなさっきの説明いっこもせんか

ったですよ、対等ですか吸収ですか、いやいや新しい学校じゃあとか。

今日初めて聞きましたよ。重井小学校だけが学校再編の対象で、実は向

こうは再編の対象じゃないんじゃ。それが前面に出たら、それこそ重井

は入れてくださいお願いしますになるじゃないですか。そういうような

説明を因北小でもしたんですか、ほんなら。重井小は再編の対象で、因

北小は再編の対象ではありませんから因北小学校です。それ聞いたらね
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因北小の保護者はそりゃ何で変えにゃいかんのん言うてなりますよね、

そりゃ。僕らでもそう思います。もう少しね、納得のいく説明をしてほ

しいのと、我々が一番言いたいのは、住民の声にもう少し真摯に向き合

っていただきたい。正直言って。我々ね、記録全部持ってますよ。全部

ね、我々は意見をまとめました。記録として残っています。長々とね、

長々と新しい学校の必要性がないのを長々と述べてもらいましたけど

もね、どれくらい因北小校区で説明していただいたのかは分かりません

けれども、もう少しね、あの真摯に向き合ってほしいんですね、我々は。

とりあえず以上です。 

 

 再編について、前回の説明会の時も、住民の方から異論はなかったと

思います。それで、一応、あの三庄、土生、田熊が因島南小学校になっ

たのに、今回重井が因北小学校と統合、再編するのに因北小学校という

部分についてはちょっとおかしくないかと、その部分について教育委員

会は、片一方が因島南で、片一方が因北であると、そういう部分をどう

いうふうに考えるのかって言うのを聞いたと思うんです。それで、因島

南にした時にはきっと校名を考える時に記録が残っていると思うんで

すね。なぜ、因北があって因南小学校じゃないのかっていう。なぜ、因

島南小学校にしたのかっていう時に校名がきちんと話し合われたと思

うんです。その記録を見られましたか。その部分がやっぱりおかしいん

じゃないかっていうふうなことで、あのお尋ねしたと思うんです。 

そのことについて、先ほど学校教育部長の方から、重井小学校は再編

の対象で因北小学校は再編の対象じゃないから因北小学校なんだって

いうふうに回答されたと思うんですけど、先ほど、〇〇先生が、いや近

い将来再編の対象になるじゃないかと。２年後には再編の対象になるじ

ゃないかと、そういうふうなことの指摘があったと思うんですけど、因

北小学校が再編の対象でないから、重井小学校が統合された時に因北小

学校なんだと。もう吸収合併ですよね。 

それと前回の説明会の時に、今日ここで出た意見は重井の地域がこう

よった、ああよったっていうことじゃなくって、それを直接伝えるんで

なくって、今日の要望を基に教育委員会としてどういうふうに考えるの

かと、そういうことをきちんと整理した上で、因北地域の住民説明会に

臨んでほしいというふうな要望をしたと思う。それを踏まえて、今日教

育長が挨拶の時に、要望はきちんと伝えましたと、伝えて因北の意見を

聞いて教育委員会で考えて、校名については因北小学校のままにするっ

ていうふうなことだったと思うんです。 

そうじゃなくって、私たちは、重井の要望をきちんと聞いて教育委員
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会はどういうふうに考えるのかと、それを基に、因北小学校の住民説明

会に臨んでほしいっていうふうに再度のお願いしたと思うんですよね。

だから、いわゆる重井の要望、それを全部そのまま、こういう要望があ

った、ああいう要望があった、そういうふうなのを全部伝えて、因北さ

んどう思いますか。そういうふうなことになったら、住民同士のいがみ

合いになるんですよね。そいうことは絶対避けてくださいって、〇〇先

生も前回の説明会の時に言ったんですけども、それをそのまま伝えて、

重井の住民説明会で教育委員会の言い方の問題であるから、きちんと言

ってくださいみたいな形のことまでね、それで私たちがお願いしたこと

まで、住民説明会の中で言われているんですよね。じゃあ住民としてお

互いがやっぱりいがみ合う。そういうふうなことにならないようにお願

いしたと思うんです。そういう部分をどういうふうにお考えですかね。 

 

 皆様方からいただいた意見というのは、お伝えさせていただきまし

た。ただ伝え方というのは配慮して伝えたつもりです。当然ですね、私

たちも、地域の対立というのは子どもたちのためにならないということ

は考えておりますし、保護者の方もそんなことは望んでおられません。

ましてや、私たちも中庄のいろんな方からお声を聞きますけれども、中

庄の方もそういったことは望んでおられません。ですから、私たちも配

慮しながら、皆様方の声を届けさせていただいたというふうに認識はし

ております。 

 それから教育委員会として、どう考えているのかということですけれ

ども、重井の皆さん方からいただいた意見というのは持ち帰らせていた

だいて、どのような伝え方をするのかというのは、やっぱり内部でしっ

かりと話をさせていただいて、お伝えさせていただいたというふうに思

っております。 

 今日は、その伝えた結果ですね、こういうお声をいただいたというこ

とで紹介をさせていただきました。その声をどのくらいお伝えするかと

いうのもいろいろ、中でも考えたんですけれども、やはりいただいた意

見というのはできるだけお伝えした方がいいのではないかということ

で、少し長めになりましたが、お伝えさせていただいたということにな

ります。 

 また、因島南小学校の校名の件がありましたけれども、私が知る限り

では、因南学園構想というものが合併前、合併後にあったというふうに

思います。これは最終的には、因南学園構想、因島高校の跡地に幼稚園・

小学校・中学校の一体型の施設を造るということがありましたけれど

も、これはなかなかうまくいきませんでした。そのあと、『尾道市因島
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土生町』とかですね、地名に因島が残ったということですから、因島南

中学校、それから小学校になりましたけれども、校名については、因島

南中も因島南小もさほど議論はされておりません。そのまま自然に決ま

っていったというような記録を見ております。 

 

いいですか？今、校名のことでね、何かその意見が出てます。ここの 

ところに、レジュメですね、校名を変更する必要はないのではないかと

いうのが１９件。だけれど、いや、変えた方がいいんじゃないかってい

う意見はゼロだったんですか。 

 

はい。 

 

ゼロだったんだ。私、性格悪いのかもわかりませんけれども、レジュ

メってそのような方向に向けていけるという可能性があるって、私ちょ

っと思っているもんですから。ちょっと本当に、校名を変更する必要は

ないのではないかというのが１９件。変更してもいいじゃないかってい

うのがゼロ件だったわけですね？そうですか、分かりました。 

 

 私たちは、やっぱり、中庄の保護者、地域の方々に校名変更の話をす 

ると、絶対ネガティブな意見は出るだろうというふうに予想はしており 

ました。今回のアンケートの内容見ても、ほとんどが「する必要がない。」 

と。「別途出費が必要になるので、それよりは教育環境にお金をかけて 

ほしい。」それはもう当然だと思うんですね、保護者にとっては。それ 

で、今の段階では校名変更に対しての意見が醸成されていないというふ 

うに結論付けたような言い方をされたんで、これが今日の結論ですか。 

今後ともこの結論は変わらないんですか。今日の説明会をもって、再度 

教育委員会として中庄の地域や保護者の方々に、また説明会を開く予定 

はあるんですか。 

 

 中庄への説明会というのは、少し間が開くんですけれども、１２月の

中旬を予定しております。ですから、また、因北小中学校の保護者の方

のアンケートでありますとか、昨日、今日の重井の方の中から出た意見

を抽出しながら、角が立たないような内容で言っていきたいと思いま

す。私たちも、そんな対立なんて絶対望んでいるわけではありません。

教育委員会は、子どもたちのために、地域も保護者も子どもたちも新し

い学校を一緒に創っていこうという気持ちになっていただけるように、

皆様方に働きかけていきたいと思いますし、特に保護者の方、昨日も申
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小柳学校教育

部長 

したんですけれども、不安なことがたくさんおありのようですので、そ

の不安を１つ１つ取り除いていくようなことを今後もしっかりさせて

いただくということを、お約束させていただきました。 

 

やはり、子どもファースト、子ども真ん中、子どものことを一番に考

えた政策、施策を打ち出していくのが教育委員会だと思いますので、こ

れは、最終的な結論だということではなくて、もっとここから教育委員

会の出番があるんじゃないと私は思いますんで、アンケートを吸い上

げた結果、ネガティブな意見が多いけれども、重井の住民としては、や

はり今後５年後、１０年後、あの時に重井の住民は一体何を考えとった

んやと。僕らは一生懸命訴えたけども届かんかったんやと。何が悪かっ

たんやと。最後までこの部分が残る感じがするので、そういううっ憤と

いうかもやもや感ね、やっぱりしっかりと晴らしていただけるような、

これからの取組をやっていただきたいなというふうに思います。 

 

さっきの新しい学校を創っていくというのを言うちゃったのを聞い 

て安心しました。先ほど、中庄地区の説明会で、もちろん配慮されたと

いうふうに言われたんですけど、説明会のがホームページに出ています

よね。それを見させてもらったんですけれども、それで、部長だったで

すかね、言われたのが、「もし機運が高まれば、制服も校名、校章も変

えなければならない。」ただ、その後で「いたし方ないことですけれど

も」「いたし方ない」「仕方ないけれども一旦学校は閉じるようになる。」

とある。これを読んだ時に僕がそう思ったのか、他の方がそれを見てど

う思われるかは分かりませんが、ただ僕の中では全くそんな配慮はされ

ていない。ちょっと言葉は良くないかもしれませんが誘導している。世

論誘導しているような言葉にも取れます、客観的に。これは当然もう、

言葉は社会性をもって独り歩きしますから、たくさんの方が見られま

す。今、僕が言ったんが、僕個人の思いですけど、他の方ももしかした

ら同じ思いを持たれるかも分かりません。ですから、配慮がされるので

あれば、当然新しい学校を創っていく、そういったスタンスで言ってほ

しいと思うんです。今、再編の基準があるのは聞きましたが、その際、

校名決定はどういった根拠に基づいて決められるんですか。何かあれば

教えてください。今回でいえば因北がそのまま残るような、その根拠は

どこにあるんですか。 

 

 校名の決定について明文化されたものはありません。ありませんが。 
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質問者Ｇ 

 

 

 

小柳学校教育

部長 

 

 

 

質問者Ｇ 

 

 

 

 根拠はないんですね。 

 

 いえ、明文化されたものはありませんが、先ほどから説明しておりま

す再編基準を満たしている学校が集う時には、新設にさせていただいて

おります。 

 

 基準はいいんですが、それで校名は因北でなければならないというこ

とじゃないんですね。 

 

 今回、校名については、因北にしなければならないということは勿論

ありません。ですから、皆様方からいただいた意見を持ち帰って、中庄

の説明会でもお伝えさせていただいたという経緯になります。 

  

 ただ、中庄への説明会の報告を聞くと、両町への配慮、公平性が担保

されていないということが、ものすごく感じられるんです。そういった

姿勢で話をされると、僕らはとても不安です。中庄の人たちとは、こん

なことやっていると、それこそ対立しますよ。どんなふうに言われたの

か分かりませんが、その文章だけではニュアンスは伝わりませんが。そ

こで配慮は本当にされていましたか。とは思えなかったですが、そこは

どう思われますか。「いたし方ない」とはどういうことですかね。 

 

私のそういった答弁の中で、そういった言葉が出たのであれば、大

変・・・。 

 

いや、出たのであればじゃなくて、ありましたよ。それってどう思わ 

れますか。決していい発言じゃないじゃないですか、「いたし方ない」

っていうのは。どう思われますか。 

 

 そういった言葉を使ってしまったということに対しては本当に申し

訳ないと思っております。ただ、私たちとしましては重井の地域の皆さ

んの思いをやはり伝えさせていただくということで、配慮させていただ

きながらお伝えさせていただいております。 

 

 ですが、それは配慮になってありませんでしたがね。そこはいいです

か。配慮が足らなかったということはよろしいですか。 
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私のその発言の中でそういった言葉が出たことについては、申し訳な 

いと思いますけれども、教育委員会総体としては配慮しながら対応させ

ていただいたということであります。 

 

 勿論そうあってほしいんですけれども。それで、公平性はどうしても

担保されていないような気がするんですけれどが、どんなですか。だか

ら、因北でなければならないということが明文化されていない。そうい

ったものがないのは分かるんですが。だから、因島南があれば、因島北

があって、別におかしくもなんともないんです。ですので、名前を変え

るとかそんな難しいことですか。 

 

これは前回も説明会で申し上げましたけれども、やはり中庄の相手も

あることですから、そういった雰囲気が醸成されればということで、こ

この場でも説明させていただいたということです。 

現在においては、そういった状況にないということで、私たちも判断

させていただいて、今日の説明会に臨んでいるということでございま

す。 

 

 醸成されていないとか、醸成されるような話ではなかったですかね。

そこはもっと醸成されるようにしていただきたかったんですが、醸成さ

れなかったと第三者的なんですが、醸成されないような話ではなかった

んですか。 

 あの時、重井の中ではいろんな意見が出ましたけど、みんな前向きに

捉えて、新しい学校で進んでいこうと、そんな発言が多かったと思いま

す。そういったことが、中庄の中では伝わっていないように思うんです。 

 また、これからも話し合いになると思いますが、前向きなところも、

もっともっとアピールしてもらって、とにかく公平性の担保だけはお願

いしたいと思います。 

 

 質問と意見をちょっと言わせてください。 

質問なんですが、アンケートは両方とも同じアンケートを取っていま

すか。 

 

はい。 

 

 ありがとうございます。資料の提示を見る限りでは、重井の方に、名

前を変えるべきかどうかとかのアンケートは載っておらず、向こうの地
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区の方のアンケートの結果とかを載せているので、これはちょっと意見

を載せられても、ちょっとやっぱ対立するような感じがするなと思った

んで、そこは少し配慮してもらえたらなあと思います。 

 次はちょっと意見です。 

再編と統廃合の違いが明確に向こうには伝わっているのかどうかと

いうところが気になります。出された意見の中では、統合統合とあるん

ですが、統合は、規模の小さい学校が、大きい学校に行くというのが統

合で、再編というのはお互いが一から検討して新しい学校を創っていく

というのが再編になります。その認識が向こうに伝わっていないのであ

れば、名前を変えるということが出てきた時には「えっ！」となると思

うんです。なので、そこをしっかり伝えて、向こうに認識があった上で、

話を進めていかないと、今のアンケートを見ると統合ばっかりなんです

よ、書いてある内容が。と思いますので、そこを教育委員会の方がしっ

かり話を、説明を丁寧にしてほしいと思います。 

また、「学校名を変更する必要はないのではないか」１９件、回答率

４５％、５０％切ってます。これを根拠としていいのかどうかを考えて

ほしいと思います。 

子どもの教育環境を大切にというふうに言われているんですが、重井

小学校のアンケートには「学校が変わると行きたくない。」とか「心配

だ。」という保護者の意見もあります。これは、子どもの教育環境を１

番親も考えています。私も保護者なんで。その辺の配慮も踏まえて発言

なのかなというのが、ちょっと気になりました。 

あとは、平成２３年度１２月の段階では、再編基準を満たしているか

満たしていないかという話はあったが、今の段階ではそこに貼ってある

数値を見てもらうと、今の段階ではどうなのかと。それも含めて検討し

てほしいと思います。よろしくお願いします。 

 

 公平性ということについて、前に、１９件、こんだけ必要性はないで

すよというのを羅列してますけれども、１つ我々が疑問に思うことはで

すね、重井町民は、第１回が３月２１日意見交換会、５月３１日意見交

換会とあって、そして９月１８日に住民への説明会というふうにありま

した。勉強させてもらいました。 

因北の保護者対象の説明会が初めて開かれたのが９月２７日なんで

すね。それまでは、一部の役員にはあったでしょうけれども、重井と同

じような説明会は１度も開かれてないのが事実です。数はですね、保護

者の説明会に集まった人数が因北は２３名。地域の説明会は１３名とい

う。直接話を聞いているのはこれだけなんですね。 
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アンケート答えていますけれども、１９名の皆さんが当日参加してい

るかどうかは、必ずしもそうではないと、これはまあ想像がつく話です

よね。先ほど校名を変えた方がいいというのはゼロという話がありまし

たけれども、もっとはっきり言わせてもらえば、都合のいい数字だけが

載っかってるなというふうに受け止めてしまうんですね。 

その顕著な例が、１１ページに因北中学校区地域からの意見というの

が、校名に関して４点載っております。地域での住民説明会は１３名。

因北の方は地域に出向いて行って、これだけ意見を集めているわけで

す。校名変更する必要がないよという意見を集めているだけですね、こ

れ。失礼な言い方です。これが全てではないはずなんですよね。だから、

もうちょっとね、公平性が必要ですし、反対の最終的な結論を導いた理

由が、校名変更について賛同する考えとあるじゃないですか。賛同とい

うのは、どういう意味かと言うたら、他人の意見提案に対して賛成する

ということ。 

つまり、教育委員会が因北の校区での説明会でもって、どこまで説明

したのか僕らは分かりませんから、どこまで校名変更の必要もあるんで

す。こういう数字を見てください。こういう数字は示されましたか。示

してないと思います。 

どこまで、校名変更の必要性を向こうに提案したのか、これちょっと

疑問です、正直。それが不透明な中で「賛同する考え」、提案がなかっ

たら賛同もくそもないんです、これ。最後に「醸成された」とあります。

醸成されたというのは、ある状態等を徐々に創り出すこととあるんで

す。これ自然には創り出せんのんですよ、これ。 

教育委員会が重井からこういう意見が出た。それを教育委員会とし

て、整理してきっちり、こういうふうな変更の必要性もありますよとい

うのを説明した上で、さっきのような意見が出てきているのなら分かる

んですよ。僕らはそこらが分からんですからね。説明した説明したと言

われても、どんな説明をされたのか、僕ら分からんのんで、想像の域は

出んのんですけれども、最後に、賛同する考えや雰囲気が醸成されてい

ないんだというのも、醸成するのはやっぱり我々じゃないですから。醸

成させるのは教育委員会の仕事ですからね。よその校区から関心が低

い、話題になることもない、これは我々の責任じゃないんです。それだ

け情報が届いてないということ。そういうふうに我々は受け止めざるを

得ないというか。分からんですからね。どんだけ、因北校区で積極的に

発言したのかというのは。ただ、まあ、公平さに欠けとるような気が今

日の全般の説明を聞いて感じます。以上です。 
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 公平性が担保されているのかということに対しては、重井の保護者説 

明会、それから地域説明会、それと全く同じ内容をまずは因北の保護者、 

地域の方にも説明させていただきました。加えて、地域から出たご意 

見というのを、教育委員会で精査してお伝えさせていただいたというこ 

とですから、公平性というのは、説明会の時には担保されていることで

すし、今回の資料を提示するにあたりましても、様々な方に見ていただ

きながら、今回ご提示させていただいておりますので、全く教育委員会

としてこっちに誘導しようとか、そういったものを含めて、今回こうい

ったプレゼンを用意したものではございません。 

    

 ３人子どもが重井を卒業したんですが、現時点で重井小学校、中学校

の人数がこれだけ減少したっていうのは、数年前から合併するんじゃな

いかっていう噂が流れて、合併するんであれば、最初から因北にしてや

ろうという、途中で学校を変わるのはという親の気持ちで、あっちに行

かれてる子もたくさんいらっしゃいます。その結果、重井中学校に関し

ては、娘たちが行っている時は、長女次女そうでもなかったですけど、

３番目の娘の時には、やはり、いずれ因北と一緒になるという噂が流れ

ていました。その結果、生徒があっちへたくさん流れて、部活動自体が

できなくなってくるような状況。その後の学年になると、部活の何々を

したいから人数の多い因北へ行くという生徒がたくさん増えています。 

逆に、よその学校でうまくいかなかった子どもさんが、２校転校され

たり、３校転校されて、やっと重井で毎日登校できるようになったとい

うケースもあります。登校拒否、その他、因北の方で学校に行ってない

お子さんがたくさんいると保護者の方から伺っています。重井の子は、

時々学校に行きたくないと思う子はいるが、先生や仲間の取組で、恐ら

くほとんどの子が入学した人数そのまま卒業していると思います。そう

いった良い場面はたくさんあると思います。 

その代わり、人数を減少させているのは、「そのうち合併するんじゃ

ないか。」という、そういう気持ちを保護者に持たせて、「じゃあ、子ど

もが最初からいずれ合併する学校に最初から入れてやろう。」という保

護者の「途中で変わらせるのが不安だ。途中からあの大人数の中に入っ

ていって上手くいけるのだろうか。」そういった気持ちが多分あって。

今も、出生率自体は重井はそんなに悪くないです。小学校に行くのも、

幼稚園もそうです。 

幼稚園も、いずれ小学校が因北になるんであれば、因島北認定こども

園に行かせようとかいうふうに、それは当然だと思います。子どもの環

境をあまり変化させずにそのまま進めてあげたいという親心だと思い
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ますけど、重井小学校の人数減少は、そもそもそういう噂が流れたから

であって、小学校中学校の教育方針とかそういったものが駄目だったわ

けではなくて、「今も残りたい。」と言う保護者もたくさんいらっしゃい

ます。話を聞かせてもらったので、新しい学校になったらカウンセラー

を付けるとか、いろいろそういうメンタルの面をケアできるということ

を掲げてはいらっしゃいますけど、前回の説明会でも言いましたが、自

分の弟が精神障害者になったと。ちょっといじめられてカウンセリング

を受けたら治るようなものではありません。一旦いじめられたら、今２

５年、３０年近くその病気を引きずっています。 

因南小学校、中学校が合併した時も授業にならない、ポスターとか子

どもの作品を貼っても破って歩く子がいて、警察が常駐しているという

話を向こうの保護者から聞いたことがあるんですよ。それは、事実確認

はしてないんですけれども、こういった状況に因北もなるかどうかはわ

かりませんけれども、学校の名前を新しくしてあげるということで、両

方の子どもが新たな学校へ行くという気持ちになると、因北の保護者の

方と地域の方は、やっぱり、校名を変えることによって、たくさんのお

金がかかる、制服とか校章とか校歌とかそういった物は、保護者として

は、今着ている物が着れなくなるんじゃないかという金銭的な面をその

まますると、必ず、校名で戦ったとしても重井が負けます。なので、向

こうの小学校、中学校を合併する時も、在校生の方の制服は教育委員会

から支給されたというふうに、その時行かれていたお母さん方が言われ

ていたし、バスの定期代も、教育委員会が全額負担したと伺ったんです

けど、重井や因北小学校の子も同じ、そういう状況にしてあげることっ

ていうのは難しいんですかねえ。 

因北中学校の制服、すごい値段が高くて、入学しても買ってあげれな

い。だから、卒業する時に、次に入学する子は予約をして、もう制服を

譲ってもらっているという保護者の方が、重井にたくさんいます。それ

であれば、重井はそこまで高くないので、もっとコストを抑えた制服を

３年間で、成長する子は３年間で１回は買い替えることもあるんです

が、そういうわざわざ高い制服にするのではなくって、コストを抑えた

制服にしてあげるのはどうかなと思って。 

あとは、現時点で行かれている子の制服を変更することは多額のお金

がかかりますけど、子どもの気持ち、重井の子が因北に入れてもらうん

ではなくて、新しい学校に、因北の子も重井の子も一緒に制服を新たに

入っていくというふうに考えてあげることというのは、教育委員会では

難しいですか。 
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 まずは、子どもたちが元気に毎日登校してくれることが、保護者の方、

それから私たちにとっても喜びだと思っております。そのための環境整

備ということで、先ほどご意見をいただきましたけれども、スクールカ

ウンセラー等、教職員の配置についてもしっかりと配慮していきたいと

いうふうに思います。本当に子どもたちの笑顔あふれる学校、そんなも

のを目指していきたいと思っております。 

 制服等については、これまでの市内の学校再編でもいろんなパターン

がありました。再編を機に一新する場合もありますし、今ある制服を活

かしていくということもあります。そういった中で、教育委員会も制服

代の補助として、どういうふうなことができるのかというのも保護者の

方に提案させていただきながら決めてきた経緯があります。詳しいこと

は再編が決まって、準備委員会を立ち上げて、その中で学校・保護者・

教育委員会とが中心となって話し合いの中で決めていく、そういったプ

ロセスをこれまでさせていただいておりますので、制服とか通学路の問

題、それから通学支援の問題、小学校のバスを活用した通学、そういっ

たものについても、子どもたちがしっかりと毎日通えるように、そこは

来年度以降、しっかりと検討していきたいと思います。 

 

この後の取組として、最初に説明があったんですが、こういった説明

会をして、教育委員会で話し合って市議会の方へ提出して決定していく

という説明があったと思うんですが、何月議会にその提案をするのか。

その時に、例えば校名については、先ほど、賛同する考えや雰囲気が醸

成されていないということで書かれとったんですが、その時に、例えば

仮称ということで校名については、まだ継続審議というようなことで、

議会の方へ出すことができないのか。もう今日を最後に議会へ提案する

のか、そこら辺のことを教えてください。 

 

 今後の予定でございますが、私たち事務局には決定権がありませんの

で、教育委員会会議へ諮っていきたいと思います。議会の方へは２月議

会の上程を目指して、議員の皆様にも説明させていただく予定でござい

ます。 

 校名については、例えば、これまでの事例ですと、校名が決まって条

例改正をした例もございますし、尾道みなと小学校、中学校のように新

設をする場合には、場所は決めますけれども、校名はまだ決まっていな

いというところで、条例改正をさせていただいたという経緯もありま

す。ですから、私たちとしましては、今日提案した中身で今後も取組は

していきたいと思いますけれども、決定をしていただくのは、最終的に
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は議会のご判断をいただくということになりますから、私たちのこれま

での取組の経過でありますとか、重井の皆様の思い、保護者の思い、因

北の地域、それから保護者の思いを公平にお伝えしながらご判断してい

ただくことになるというふうに思っております。 

 

今日の２２ページの資料をちょっと出していただけますか。 

１番下の段に、尾道１５年教育の推進ということに、１小学校１認定

こども園の配置、推進と書いてありますけれども、重井のほとんどの方

が、中庄にできた因島北認定こども園。これ因島北認定こども園です。

因北へできたんですよ。その時点で多くの方が、小学校中学校も多分中

庄へ行くなあというふうな思いをされた方がほとんどではないかなと

思っています。これが１点。 

もう１点は、教育委員会の眼鏡をかければ、因北小学校、因北中学校

かも分かりませんけどね。地域住民の、そして企業の眼鏡を見るとです

ね、因島北支店とか因島北店とか、こういうふうに名前を変えているん

です。ＪＡ、郵便局辺りも名前を変えておりまして、因島北というのが

通り相場なんです。そうかと思って認定こども園を造られたのではない

かなと思いました。それで、皆さんの期待は新しい学校というのは、そ

うではないかなあと勝手に思ったんですが、今までの話の中で、重井の

方は懇談会には多くの方が出席した。ところが中庄学区の方は１３人だ

ったと。この状況を見て、私は、教育委員会の皆さんは安堵したんじゃ

ないかなと、穿った見方ですけれども、先ほどの説明会の日程の中で、

問題があるであろう重井は先行してどんどん説明会がなされた。何も出

ないだろうと思われる中庄は遅れてしまった。小田浦の説明会の中で、

「中庄の説明会はもう済まされたんですか。」とこういう質問が出たや

に聞いておりますが、そういった感じで、私は念頭からこの問題につい

ての考え方が、教育委員会の眼鏡で見られているのではないかというふ

うに思っております。 

私たちは次の世代、次の重井の方々に、学校が無くなったいきさつ、

校名がこうなったいきさつを正確に伝えないといけないと思っており

ますから、それが正確に伝えることが、学校をこれからも支えていくこ

とになると思っております。地域の反対があったから、それを重点に校

名はこの学校名にする、そうではなくて、その意見を一旦教育委員会が

飲み込んで、いろんな頭の中で回転されて、そして校名の説明をお願い

したいというふうに思っております。 

 次回の説明には、ないかも分かりませんけれども、なぜこの学校名を 

選択したのだというふうな明快な答えを、スライド上映で流していただ 
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きたいなあと思っております。そこが、私たちは、次の将来、次の世代 

の人たちに申し送りをする、私は義務があると思っておりますので、よ 

ろしくお願いしたいと思います。以上です。 

 

 校名についてのいきさつ、正確にどういうことなのかということを伝 

えてほしいということでしたが、今日の前半のやりとりでさせていただ 

いたこと以上のものは、今のところありません。ですから、今のところ、 

これまでの取組の中で、教育委員会として、事務局として、現在は、現 

行のままいかせていただきたいということを考えております。ですけれ 

ども、諮っていくのは、教育委員会会議であり、市議会でありというこ 

とを、今日この会で述べさせていただいているところでございます。 

     

 決定ですか。だから。住民が今日の意見を聞いて、合意したというふ

うに受け止めとるわけですか。 

 

考えないといけないところはあると思いますけれども、現在のところ

を見ますと、私たちの考えを、今日皆様方にお示しをして、ご理解いた

だく会という認識でありますので、今日、このようにご質問にお答えさ

せていただきながら、お答えさせていただいているところでございま

す。 

 

説明はした。ただ、統合のことで、いつも言われているのが、住民と

の合意形成を諮ることはよく言われていますよね。いろんなホームペー

ジ見てると、文科省の手引きにも書いてありますよね。そこで、いろい

ろとなかなかうまく進まない、揉めているという事例もたくさんありま

すけど。 

今日の会議で、これで合意形成図られたとはとても思えませんので、

僕らも合意はできておりませんので、これで結論付けないでほしいのが

１つと、いろんな数字、参加者、アンケート等数字が出てくると思うん

ですけど、例えば、保護者は、さっきも発言ありましたけど、もう不安

で不安で仕方ないと思うんです。ましてや、重井の子が因北に向かって

どんな形になるか分かりませんが行きます。僕らもいろんな保護者の話

を聞くと、やっぱりどうしてもいじめられるという、こういったケース

がたくさんあります。 

今年の夏であれば、暑いですから、当然もう汗びっしょりかいて子ど

もが学校に通う。その脇をスクールバスが通る。学校へ行くと、「お前

らええのお、クーラーのきいたところで。」って言われて学校へ行きた
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がらない、行けなくなるというのをこの夏、聞きました。そんなことも

あるので、保護者としてはなかなか、もしかしたら校名のところまで、

なかなか思いがいかないかもしれません。それよりも、我が子がどんな

環境の中でこれから勉強していくのか。人間関係、友達関係はどんなに

なるのか。放課後はどんな時間を過ごすのか。そういうことで頭がいっ

ぱいで、こういうことが頭に余裕はないかもしれません。だから、そう

いうことを加味して、数字が上がってきたとしても、そこは教育委員会

として思いを考えてほしいと思います。これはお願いです。 

それと、くどいかもしれませんが、例えばさっきの、「公平」ですか。

公平にしたと、それは勿論そうだと思います。ただ僕らはそれを感じら

れない。だとしたらどちらを評価すべきかっていったら、される側の公

平性、思いを評価するのが、もう社会通念上普通だろうと思います。ち

ょっと押さえておきたいと思います。よろしくお願いします。 

 

 お時間が来ておりますので、質問者の方、あと何人いらっしゃるのか

確認させてください。質問がある方、挙手をお願いします。 

 

（３人挙手あり） 

 

今日の話し合いでもって、合意形成ができとるという受け止め方は絶

対にしないでいただきたいなあと思うのが１点目です。ただ、令和９年

４月に一緒になるというところは、これはしっかりと、我々は実現に向

けて、教育委員会も努力をしていただきたい。条例改正案を２月に通す

と言いますけれども、その時には仮称〇〇小学校で提案していただい

て、尾道みなと小中のように、開校準備委員会を開いてそこでしっかり

と議論をしていくべきだと思います。こんな状況の中で結論を出すの

は、非常に危険だと私は思っております。せっかく、尾道みなと小中と

いう良い例があるんですから、あれに倣って、開校準備委員会を開いて、

そこでしっかりと議論をするという。 

１番心配なのは、あまりにも情報というものが、ただ、ああいう情報、 

因北の保護者や地域はあの形では見てないですよ。見せてないでしょ

う。知らないんですよ。小さい重井が因北に来るんだと。何文句を言よ

るんな、重井の者がって。そういう状況に置かれとると私は感じていま

す。だから、正しい情報を基にしっかりと議論していったら、良い学校

になるのではないかと思っています。 

 それと、学校名ばっかり言よるんですが、もう１点、通学のことにつ

いてお願いします。来年の４月からたくさんの子どもたちが因北中学校
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（質問３） 

 

の方に通うようになると思います。令和９年と言わず、とにかく通学路

の安全確保というものが喫緊の課題だと思います。これだけは、早急に

取り組んでいただきたいと思います。よろしくお願いします。 

 

重井公民館の方から、因島瀬戸田教育課の方に、町を代表しての要望 

事項を３件お送りしております。ご覧になってくださっていると思い

ますが、お答えいただけたらと思います。お願いします。 

 

１ 校名について、因北校区はもとより重井校区にも何ら諮るこ 

となく「因北」以外の名称は１ミリも検討されていないように見受けら

れましたが、その理由を明確にしていただきたい。市長あるいは教育長

の一存とか。 

 

これについては、今日前半から終始やりとりをさせていただきまし

た。もうその中に全部組み込まれていると思いますので、繰り返しはい

たしません。 

 

２ 校名変更にかかる出費を抑えて、児童生徒のために使うという説

明もありましたが、そうなった場合、具体的にどのようなことにどれく

らいの金額を使用できますか。 

 

保護者からの、先ほどもアンケートをご紹介させいただきましたけれ

ども、そのような意見は届いております。教育委員会からそのような説

明をしたということではございません。 

校名変更することによる具体的な金額というものを提示することは

難しいんですけれども、先ほど来からご説明させていただいておりま

す、校名変更するとなると、因北小中学校も閉校し、新設校を開校する

ことになりますので、閉校・開校に関する費用が必要になります。例え

ば、閉校に関しては、４つの小中学校の閉校式、閉校記念事業に対する

費用、開校に関しては、２校の開校式、校章、校歌、校章旗、制服、体

操服等に対する費用、これらが全て必要になってくると考えられます。 

教育委員会では、先ほどから何度も説明させていただいておりますけ

れども、因北小中学校の教育環境整備として、施設の整備や人的支援の

充実をできる限り図っていきたいと考えております。以上です。 

 

３ 重井町民として最も気になるのは通学の安全です。因島北インタ

ーバス停あたりから中庄への坂道を下りきるまでの道が特に危険と考
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えます。因島高校に通う生徒とぶつかりますが、自転車に乗ったままで

はすれ違うことができません。道も狭く平面でない部分も多いので危険

です。草もよく伸びるので、目に見える形での対策をお願いします。議

会だよりにも「合同点検を行い、危険個所は速やかに対策を講じる」と

ありました。 

 

子どもたちの通学路の安全対策は非常に重要であると考えておりま

す。尾道市通学路交通安全プログラムに基づき、通学路候補となる道路

を、学校・保護者・地域・道路管理者・警察・教育委員会等が、徒歩通

学、自転車通学、両方の視点で合同点検を行います。合同点検により抽

出された危険個所については、速やかに関係機関と連携し、安全対策を

実施するとともに、学校においても安全教育に取り組んでいきます。 

また、小中一貫教育校準備委員会の中でも、通学対策の在り方、これ

は自転車通学も含み検討していきます。 

できれば年度内に、重井のローソン付近から因北のローソン付近まで

の県道３６７号を１回合同点検ができればと考えているところです。以

上です。 

 

 因北中学校の保護者のアンケートから出された意見って１９ページ

出していただけますか。 

これなんですけども、１番最後の「制服や体操服を新しくするのは保

護者負担が増えるので避けてほしい。」これは移行期間を設ければ別に

新しくしなくていいので、必要はないのではないかの１９件に入ってい

るのはどうかなと思う。「大浜小学校と統合した時も校歌、校章も変わ

っていない。」、これは大浜小学校は、中学校は因北中学校へ通うんです

よね、だからそういう部分で大浜小学校の生徒っていうのは因北中へ行

くんだっていう部分があるので、因北小学校に統合する時もそんなに問

題、地元からの問題が出なかったんじゃないかと思うんです。だから大

浜小学校と統合した時も校歌、校章が変わっていないっていうのは、ち

ょっと重井と因北の再編とは、ちょっと問題が違うんじゃないかなと思

います。で、「今まで変わることがなかったのに、この度は変えるのは

どうか。」っていうのも、今まで変わることがなかったというのは、大

浜小学校と統合したことを言っているじゃないかと思うんですね。だか

ら、同じことじゃないかと思っています。 

それで、下から４番目の「１番は児童生徒が楽しく安全快適に過ごせ

る環境を整えることだと思う。」これは本当に、その通りだと思うんで

す。だから、子どもたちが誇りを持って、重井小学校、中学校の生徒が
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司会者 

誇りを持って通え、元気に楽しく通える学校にするために、新しく「因

島北小学校」という名前で、お互いに閉校して新しい小学校で誇りを持

って楽しく学ぼうじゃないかっていうふうなことを私たちは言ってる

んで、ただ単に、名前だけを変えるっていう意味じゃないんです。 

だから、重井小学校、中学校の生徒たちが本当に楽しく自分たちの学

校に誇りを持って、因北小、中学校に一旦吸収されたんだっていうこと

じゃなくって、お互いが閉校して新しい小学校で誇りを持って楽しく元

気に学んでいきたいっていう、そういう学校にしたいという、私の要望

なんです。 

 

 それでは質疑応答の時間を終了させていただきます。 

以上で本日の説明会を終わります。本日のご質問ご意見を参考にさせ

ていただきながら、今後の学校再編に対する取組に活かしてまいりたい

と思います。 

以上で閉会をいたします。地域の皆様、本日はどうもありがとうござ

いました。 

 

（２１：１０ 終了） 

※議事録中の質問者を示すアルファベットは一連の質問の流れを示すものであり、異なる

アルファベットであっても、同一の方のご発言である場合があります。 


